平成24年度　第１回常任理事会議事録
開催日時：平成24年11月6日（火）　　　　16:00～21:00　　
開催場所：山口県総合保険会館3階技師会事務所
出席者：山内秀一　伊藤　弘　三輪光良　大田則彦　金谷浩三　小田真一郎　齋藤康博　吉永憲正　
出席者（事務）：楠本しのぶ
欠席者：なし　　　　　
　以上、定款第35条・38条の規定により構成員の過半数の出席で常任理事会は成立。会長 山内秀一が議長となり、定款第39条に基づく出席者の中より、議事録作成人として齋藤康博常任理事、議事録署名人として吉永憲正常任理事、大田則彦常任理事を選出した後、次の議案を付議した。
　日本医療マネジメント学会の後援依頼については理事会の承認が必要なために、理事会で検討する事とする。
議題１　名誉会員の推薦について
山内会長　名誉会員に推薦したい方はおられないか。いないようでしたら、宇津見博基会員を推薦したいと思う。推薦理由は、現事務所が無かった時に、楠本事務職員がしている事務仕事を長年1人でされていた経緯があり、山口県技師会に大きく貢献された方なので推薦したい。
山内会長　採決を採る
全員一致で承認
山内会長　理事会に諮る事とする。
議題２　下関で開催する中四国会長会議スタッフ決定についいて
山内会長　中四国フォーラムを受け持つ県が必ず会長会議を行ない、中四国フォーラムを開催する会場等を視察する事になっている。放友会の方も来られて、懇親の場を作る必要があり、担当者を決めたい。日程は平成25年6月15日（土）海峡メッセで行えるよう場所・懇親会場・宿泊先は押さえてある。下関で行うために、下関地域の高山裕健会員・増矢勝史会員には協力をお願いしている。ゴルフも行われるために、小田常任理事に担当して頂きたい。コースは万年池東コースを希望されているようだ。小田常任理事の必要経費は山口県診療放射線技師会より支出して頂きたい。詳細は愛媛県の放射線技師会に問い合わせることとする。その他に、会議には両副会長の出席をお願いする。書記は事務局齋藤常任理事、その他金谷常任理事にも協力をお願いする。
全員一致で承認
議題３　叙勲の推薦について
山内会長　山口県より叙勲の推薦依頼を頂いた。叙勲対象者の条件としては、県知事表彰とそれ以上の表彰を頂かれた方で、原則60歳以上の方が対象である。叙勲の推薦について常任理事全員が承認を行なう。
議題４　運動競技大会について
山内会長　会員からの意見もあり、次回の競技大会をソフトボールにするかソフトバレーにするか検討が必要である。
大田常任理事　会場を押さえる必要があるために、早く決定したい。
金谷常任理事　山口市で行いたいが、1月の終わりに案内が来る為にいい時期が取れない可能性がある。
吉永常任理事　6月にソフトボール・11月にソフトバレーの両方を押さえておき6月にソフトボールができた場合11月のソフトバレーは行わないにすればいいのではないか。
金谷常任理事　山口県はキャンセルが難しい。
山内会長　理事会で考えて頂くこととする。
議題５　保険について
大田常任理事　社団法人・財団法人向け　役員賠償責任保険の案内が（株）損害保険ジャパンより届いた。会長より問い合わせをして欲しいとの依頼があった。担当者と少し話をしたが、総収入額・総資産・役員数・決議案の数により掛金が変わる。補償は役員が山口県診療放射線技師会に大きな損害を与えた場合の保険である。
吉永常任理事　どういう可能性があるのか。
大田常任理事　山口県診療放射線技師会の詳細を伝えたが、すぐに返答をしていただけなかったために詳細についてはまだはっきりとしない。例えば、役員5名・総資産3000万円補償は1億円で年間の掛金が20万円であった。
吉永常任理事　1億円の損失は可能性がないのではないか。
山内会長　公益法人ではないために、山口県診療放射線技師会で起こった不祥事は山口県診療放射線技師会の責任となり、理事全員で責任を負う形になる。
山内会長　例えば山口県診療放射線技師会で文章を作成したものがインターネット上で議論され不祥事になった場合などが考えられる。しかし、詳細が全くわからないために大田常任理事が詳細を作成してから再度議題として考えることとする。
議題６　その他について
なし
報告事項
1、 一般社団法人に変更になったための変更点について
山内会長：一般社団法人山口県診療放射線技師会になったために、市民税と県民税の納付義務が発生した。市民税が5万円・県民税が2万1千円　合計7万1千円である。会計より楠本事務職員に支払いに行って頂くようお願いしている。関連し、県の委託業務である、肺がん部会・胃がん部会の委託費用に税金が必要か税務署に確認したが、必要ないとの返事を頂いた。一般法人はこのように1つ1つ調べないと追徴金が発生することがあるために注意しておく必要がある。一般法人の説明会に参加した時に上記話をされていた。又、そのときの印象に残ったことは、諸規定をかなり細部まで決める必要がある事も言われていた。その見本がネット上にあるために、今後山口県診療放射線技師会も見直しを行う。
2、 表彰委員会からの報告
金谷常任理事：学術奨励賞と学術功労賞の人選について、メールにて候補の募集を行なった。学術奨励賞と学術功労賞に2名の推薦を行なった。
常任理事全員承認する。
3、 日本診療放射線技師会奨励賞について
山内会長：中四国フォーラムにおいて発表した演題の中から日本診療放射線技師会の奨励賞を1名決定しなければならない。これは、中四国フォーラムを行なう開催県より選出され、日本診療放射線技師会に論文を提出する事が条件となる。平成25年は山口県放射線技師会が開催県になるために、奨励賞の人選が必要になる。推薦者を考えて頂く様お願いする。
4、 互礼会
山内会長：平成25年1月5日に互礼会が山口市のホテルニュータナカにて行われる。互礼会は、政治団体・医療職団体・行政職が集まり交流を深める会である。両副会長には2～3回出席して頂いたが他の常任理事も参加して欲しい。名刺を配り放射線技師会をアピールして頂きたい。今年は小田常任理事・吉永常任理事の参加をお願いしたい。
吉永常任理事：昨年は何人参加したのか。
伊藤副会長：3名だと思う。
山内会長：参加費については、山口県診療放射線技師会として支出とする。
大田常任理事：会長・両副会長・常任理事で出るようにしたらどうか。
山内会長：名簿の提出をするために、メールで指名するので考えていただきたい。
5、 静脈注射の統一講習会開催について
山内会長：静脈注射の統一講習会を平成25年度に行うか否かを12月23日までに日本診療放射線技師会に返答しないといけない。
吉永常任理事：厚生労働省の許可が出ていないが良いのか。
山内会長：平成25年度には通る予定であるが、技師の勉強として取り扱えば問題ないのではないか。
齋藤常任理事：理事会決定でなくても良いのか。
山内会長：理事会にて決定することとする。
6、 会誌に載せる個人情報について
小田常任理事：毎年会誌に会員名簿を掲載しているがプライバシーの問題があるためにどうするか。
齋藤常任理事：講習会の時など、会員番号・施設の電話番号などを調べるために事務局としては頻繁に使用するため出来たら掲載してほしい。
小田常任理事：苦情が出たわけではないために今後の検討課題とする。
7、 マンモグラフィ講習会の予算について
山内会長：兼廣理事よりマンモグラフィ講習の参加人数が減少した為に、3万円程度赤字になる可能性がある。今までは赤字になっていないために気にされている。
吉永常任理：募集の時に参加費の増減がある可能性がありますと書いておけばよかったと思う。
山内会長：仮定の話であるが、大きい金額の支出が出ない限り問題ないと思う。
問題ないことに常任理事全員承認する。
以上の決議を明確にするため、この議事録を作成する。
　　　　　一般社団法人山口県診療放射線技師会　平成24年度　第1回常任理事会
山口県診療放射線技師会会長　　山内　秀一
代表議事録署名人　齋藤康博　
議事録署名人常任理事　吉永憲正　　
議事録署名人常任理事　大田則彦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
